
強度区分4.8 強度区分10.9　(柱・水平ブレース）

高力ボルト

F10T（JIS B1186）

ボルト（JIS B1180）

F8T 国土交通大臣認定品（MBLT-0050同等品）

M　　12 16 20

（　 M12､　   M16､　 M20､　  M22）

M　　M　　

継手部の検査方法：・外観検査　　有　　無　・引張試験　　　　有　　無　・超音波探傷試験　　有　　無

１．建築物の構造内容

（１）建築名称・場所

木造（Ｗ） 補強コンクリートブロック造（ＣＢ）

鉄骨造（Ｓ） 鉄筋コンクリート造（ＲＣ）

鉄骨鉄筋コンクリート造（ＳＲＣ）壁式鉄筋コンクリート造（ＷＲＣ）

壁式プレキャスト鉄筋コンクリート造（ＷＰＲＣ）

プレキャスト鉄筋コンクリート造（ＰＲＣ）

（４）構造種別

新築 増築 増改築 改築

（５）階数 塔屋　－階

（６）主要用途

（７）屋上付属物 キュービクル　　－kN

広告塔

高架水槽　　－kN

煙突

（８）特別な荷重 エレベータ 　人乗（マシンルームレス　ロープ式・油圧式）

ホイスト　　－kN 倉庫積載床用　　－N/㎡

（９）付帯工事 門塀 擁壁 駐輪場

（10）増築計画 有（　　　　　　　　） 無

２．使用建築材料表・使用構造材料一覧表

（１）コンクリート

適用箇所 種　類
設計基準強度

Fc＝N/mm2 Fq＝N/mm2 cm

スランプ
備　考

普通

軽量

普通

普通

普通

押えコンクリート 普通 軽量

２１

１５

－ －

－

－

比重

比重

（２）コンクリートブロック（□ JIS A 5406）

B種A種 C種 厚 100 120 150 190

（３）鉄　筋

異形鉄筋

種　類 径 使用箇所

基礎

SD295 B

SD345 D19 以上

高強度せん断補強筋

丸　　鋼（JIS G 3112） SR235

継手工法

重ね継手

溶接継手

機械式継手

（　　　　　　　）

（４）鉄　骨

有SM400 SN400 A,  B,  C

使用箇所 現場溶接

無SS400

STKR400 STKR490 有 無

（５）ボルト

頭付スタッドボルト

柱使用箇所（ 大梁

（６）屋根、床、壁

３．地　　盤

（１）地盤調査資料と調査計画

有 無

（２）ボーリング標準貫入値、土質構成（基礎・杭の位置を明記すること）　※別紙による

４．地業工事

（１）直接基礎 ベタ基礎 布基礎 独立基礎 試験堀 有 無

載荷試験 有 無

杭　種 材　料 施　工　法 備　考

PRC（

PHC（

鋼材摩擦杭

H鋼

PRC

鋼管

PHC

RC Ⅰ種 Ⅱ種 Ⅲ種）

SS400

打ち込み

埋込み　（セメントミルク工法）

認定第 　　　号

  年　　月　　日

SKK400

場所打ち

コンクリート杭

コンクリートFc＝

スランプ　　　　　　cm以下

セメント量　　　　　kg/m3

鉄　筋 主筋

HOOP

オールケーシング

リバースサーキュレーション

アースドリル

深礎

拡底杭

ミニアース

（　手堀　　機械堀）

ＢＨ

　　　　　認定

５．鉄筋コンクリート工事

（１）コンクリート

耐久設計基準強度　Ｆｄ

セメントは、JIS R 5210 の普通ポルトランドセメントを標準とする。

調合計画は、工事開始前に工事監理者の承認を得ること。

寒中、暑中、その他特殊コンクリートの適用を受ける期間に当る場合は、調合、打ち込み、養生、管理方法など

必要事項について、工事監理者の承認を得ること。

フレッシュコンクリートの塩化物測定は、原則として工事現場で（財）国土開発技術研究センターの技術評価を

受けた測定器を用いて行い、試験結果の記録及び測定器の表示部を１回の測定ごとに撮影した写真（カラー）を

保管し承認を得る。

構造体コンクリートについて現場の圧縮強度試験方法はJASS 5T-603 によることとし、供試体は現場水中養生、

また、打込み量が 150m3 を超える場合は 150m3 ごとまたは、その端数ごとに１回を標準とする。

１回に採取する供試体は、適当な間隔をおいた３台の運搬車からその必要本数を採取する。

または現場封かん養生とし、採取は打ち込み工区ごと、打ち込み日ごととする。

なお、供試体の数量は、特別指示なき場合は、１回当り６本以上とし、そのうち４週用に３本を用いる。

する者が従事すること。なお、打ち込み継続中における打継ぎ時間間隔の限度は、外気温が 25 ℃未満の場合は

ポンプ打ちコンクリートは、打ち込む位置にできるだけ近づけて垂直に打ち、コンクリートの自由落下高さはコ

ンクリートが分離しない範囲とする。ポンプ圧送に際しては、コンクリート圧送技士または同等以上の技能を有

150 分以内、25 ℃以上の場合は 120 分以内とする。

鉄筋は JIS G 3112 の規格品を標準とする。施工は、標準図に記載されている事項を除き、コンクリートと同様

（２）鉄筋

に、JASS 5 による。

高強度せん断補強筋は、JIS G 3137 に規定されるＤ種１号適合品とする。

鉄筋の加工寸法、形状、かぶり厚さ、鉄筋の継手位置、継手の重ね長さ、定着長さは「鉄筋コンクリート構造配

筋標準図（１）（２）」または「壁式鉄筋コンクリート構造配筋標準図（１）（２）」による。

Ｄ１９未満は、すべて重ね継手とする。

機械式継手工事）による。

ガス圧接部分の検査を超音波探傷試験によって行う場合、最初の数ロットについては引張試験も併用し、１回の

試験は５本以上とする。

柱の帯筋（HOOP）の加工方法は、 Ｗ型（溶接型）Ｈ型（タガ型） Ｓ型（スパイラル型）とする。

コンクリート及び鉄筋の試験は下記の試験機関で行うこと。

試験機関名－工事監理者が指定する試験機関

代行業者名－工事監理者が指定する代行業者

代行業者とは、試験、検査に伴う業務を代行する者をいう。

（３）型　枠

材料 合板厚　12 mm を標準とする。 施工　　JASS 5 による。

型枠存置期間

早強ポルト

ランドセメント ランドセメント

普通ポルト

Ａ種

高炉セメント

シリカセメント

Ａ種

ランドセメント

早強ポルト

高炉セメント

シリカセメント

Ａ種

Ａ種

普通ポルト

ランドセメント

早強ポルト

ランドセメント

高炉セメント

シリカセメント

Ａ種

Ａ種

ランドセメント

普通ポルト

ランドセメント

Ａ種

Ａ種

シリカセメント

高炉セメント

普通ポルト

ランドセメント

早強ポルト

せ き 板 支　柱

基礎、梁側、柱、壁 スラブ下、梁下 スラブ下 梁下

コ
15 ℃以上

5 ℃～15 ℃

5 ℃未満

コンクリートの圧縮強度

２

３

５ ８

５

３

１０

６

４

１６

１０

６

１５

１２

８

２８

２５

１７

２８

２８

２８

設計基準強度の５０％
設計基準強度の

１００％

注）１　片持ち梁、庇、スパン９．０ｍ以上の梁下は、工事監理者の指示による。

注）２　大梁の支柱の盛りかえは行わない。また、その他の梁の場合も原則として行わない。

注）３　支柱の盛りかえは、必ず直上階のコンクリート打ち後とする。

注）４　盛りかえ後の支柱頂部には、厚い受板、角材または、これに代わるものを置く。

注）５　支柱の盛りかえは、小梁が終わってから、スラブを行う。一時に全部の支柱を取り払って、盛りかえをしてはならない。

注）６　直上階に著しく大きい積載荷重がある場合においては、支柱（大梁の支柱を除く）の盛りかえを行わないこと。

６．鉄骨工事

（１）鉄骨工事は指示のない限り下記による

日本建築学会「ＪＡＳＳ６」「鉄骨精度検査基準」「鉄骨工事技術指針」

社）日本鋼構造協会「建築鉄骨工事施工指針」

（２）工事監理者の承認を必要とするもの

製作工場 製作要領書 工作図 施工計画書

材料規格証明書※、または試験成績書

鋼材 高力ボルト 特殊ボルト 頭付スタッド

社内検査表

（３）工事監理者が行う検査項目

　　（■印以外の項目の検査結果については、工事監理者に報告すること）

現寸検査 組立・開先検査 製品検査 建方検査

（４）接合部の溶接は下記によること

鉄骨造等の建築物の工事に関する東京都取扱要綱

（５）接合部の検査

溶接部の検査（検査結果は後日工事監理者に報告すること）

検 査 箇 所 検 査 方 法
第三者受入検査工場自主検査 工事監理者

備　考

超音波探傷試験

内質

示温塗料塗布

完全溶込み溶接部

トルシヤ形高力ボルトは二次締め後、ピンテールが破断していることを確認する。

７．設備関係

建築設備の構造は、構造耐力上安全な構造方法を用いるものとする。

設備機器の架台及び基礎については、風圧・地震力等に対して構造耐力上安全であること。

床スラブ内に設備配管等を埋込む場合は、スラブ厚さの１／３以下とし管の間隔を管径の３倍以上かつ５ｃｍ

以上を原則とする。

８．その他

諸官庁への届出書類は遅滞なく提出すること。

各試験の供試体は公的試験機関にて試験を行い工事監理者に報告すること。

必要に応じて記録写真を撮り保管すること。

構造設計特記仕様

種類

部位

セメントの種類

存置期間の

平均気温

（日）

日本建築学会「溶接工作基準、同解説 I、II、III、IV、V、VI、VII、VIII、IX」

鉄骨製作管理技術者登録機構「突合せ継手の食い違い仕口のずれの検査・補強マニュアル」

１８

５．０N/mm2

検査率又は検査数

1 棟

受水槽　　－kN

（11）構造計算ルート

※修正箇所は下線を引くこと

　適用は　■　印を記入する。

柱、梁、床、壁

基礎、基礎梁

土間コンクリート

捨てコンクリート

細骨材の種類

粗骨材の種類

水の区分

混和材料の種類 （JIS　　　　　　　　）

呼び強度を保証する材齢、養生

山砂砂

砕石砂利

地下水水道水

AE減水剤

人工

人工

工業用水

L＝　　 　mm 小梁）

柱使用箇所（ 大梁L＝　　　 mm 小梁）

種　　類

注）上記表中の資料が有るもの、調査計画が有るものに○を記入する。

長期許容支持力度 50 kN/m2

SC杭

A種 B種 C種）

  年　　月　　日

N/mm2

SD

SD

  第　　　　　号

（施工方法等計画書） （施工方法等計画書）

本構造設計特記仕様はコンクリートの設計基準強度（Ｆｃ）が

36 N/mm2 以下に適用し、鉄筋の材種は SD390 以下に適用する。

ン

ク

リ

｜
ト

の

材

令

設計基準強度の８５％

日本建築学会「鉄骨工事技術指針　工事現場施工編」

（突合せ溶接）

外観検査（※）

一次締め後にマーキングを行い、二次締め後そのずれを見て、共回り等の異常が無いことを確認する。

JIS規格・認定番号等

（３）構造設計一級建築士の関与 必要 必要としない

法第20条第一号（高さ60ｍ超）

法第20条第二号（　RC造高さ 20ｍ超　　S造 4階建以上　　木造高さ 13ｍ超　　その他 ）

注(3)構造設計一級建築士の関与が義務づけられる建築物については解説書等を参照して確認する事。

（レディーミクストコンクリート　JIS Q 1001, JIS Q 1011, JIS A 5308）

リフト　　－kN

□単位水量は 185kg/m3以下、単位セメント量は 270kg/m3以上とする。

使用箇所（　　　　　　　　　　）

ガス圧接継手

SD390

溶接金網（JIS G 3551）

（JIS G 3112）

各継手の使用詳細については

本仕様5. (2)鉄筋の項の鉄筋

SD295 A D16 以下

高性能AE減水剤

大臣認定番号　MSRB-

材種

継手等の■にて表示すること。

溶接材料 JIS Z

JIS G

JIS G

○使用箇所の詳細については別途図示とする。

（２）地盤改良 浅層混合処理工法

載荷試験 有 無

深層混合処理工法

JIS

　　　　　　Fq＝ N/mm2

単位水量　　　　　　kg/m3

３回行い、その平均値を試験値とする。

測定検査の回数は、通常の場合、１日１回以上とし、１回の検査における測定試験は、同一試料から取り分けて

コンクリート打込み中及び打込み後５日間は、コンクリートの温度が２度を下らないようにする。

乾燥、振動等によってコンクリートの凝結及び硬化が妨げられないように養生を行う。

継手部分の施工要領は 社）日本鉄筋継手協会「鉄筋継手工事標準仕様書」（ガス圧接継手工事、溶接継手工事、

（１ロットは同一作業班が同一日に作業した圧接箇所で 200 箇所程度とする）

鉄筋継手工法

継手の位置等の設計条件による仕様・等級

SA級

鉄筋の径

重ね継手

圧接継手

溶接継手

機械式継手

(1 )  引張力最小部位 (2) (1 ) 以外の部位（注）

B 級A 級

40d 35d (　　)d

告示1463号第2項各号

告示1463号第3項各号

告示1463号第4項各号

D（　　）以下

D（　　）以下

D（　　）以下

D（　　）以下

注）(1 ) 以外の部位に設ける継手は、平成12年告示第1463号ただし書きに基づき、日本鉄筋継手協会、日本建築

　　センター等の認定・評定等を取得した継手工法の等級で、構造計算にあたって『鉄筋継手使用基準（建築物

　　の構造関係技術基準解説書 2007）』によって検討した部材の条件・仕様によること。

注）７　支柱の盛りかえは、養生中のコンクリートに有害な影響をもたらすおそれのある振動又は衝撃を与えないように行うこと。

※規格品証明書・原本相当規格品証明書・現品証明書

平成12年建設省告示第1464年第二号 イ、ロ

マクロ試験・その他

第三者検査機関名 （都知事登録　　　　　号）

外観検査（※）

第三者検査機関とは、建築主、工事監理者又は工事施工者が、受入れ検査を代行させるために自ら契約した

検査会社をいう。

検査

（注）

硬さ試験

　　　 ％ 個 

　　　 ％ 個 

　　　 ％ 個 

　　　 個 

　　　 ％ 個 

　　　 ％ 個 

　　　 ％ 個 

　　　 ％ 個 

　　　 個 

　　　 ％ 個 

　　　 ％ 個 

　　　 ％ 個 

　　　 ％ 個 

　　　 個 

　　　 ％ 個 

　　　 ％ 個 　　　 ％ 個 

注１）知事が定めた重大な不具合が発生した場合は、是正前に対応策を建築主事等に報告すること

高力ボルトの検査（検査結果は後日工事監理者に報告すること）

軸力導入試験　　　要　　　否 高力ボルトすべり係数試験　　　要　　　否

建築物に設ける屋上からの突出する水槽・煙突・その他これらに類するものは、風圧・地震力等に対して

建築設備の支持構造部および緊結金物には、錆止め等、防腐のための有効な措置を講じること。

設備配管は、地震時等の建物変形に追従できること。また、地震力等に対して適切に支持されていること。

煙突は、鉄筋に対するコンクリートのかぶり厚さを５ｃｍ以上とした鉄筋コンクリート造とすること。

構造耐力上主要な部分に緊結され、安全であること。

エレベーターの駆動装置等は、構造体に安全に緊結されていること。

特記以外の梁貫通孔は原則として設けない。

　　　注）「建築物のための改良地盤の設計及び品質管理指針：日本建築センター2002」を参考とする

２１ １８

基礎

有 無

3101

3466

SNR400B 水平ブレース、柱ブレース

隅肉溶接部 －100
品質基準強度

（18N/mm2） 標準短期

コンクリートは JIS A 5308（レディーミクストコンクリート）に適合するJIS認証工場の製品とし、施工に関し

ては標準図に記載されている事項を除き、JASS 5 による。JASS 5は鉄筋コンクリート工事2009年度版とする。

（24N/mm2） 長期（30N/mm2）

２４

２４

－

－

－

－ －

－

－

－

－ － －

－

－

－

－

－　　　 ％ 個 

（12）設定条件

－

（６）防錆塗装

JIS K 5621（相当品）、　　JIS K 5674

錆止めのペイント

JIS A 5540

建築物に設ける給水、排水その他の配管設備（給湯設備を除く）は、

風圧、土圧及び水圧並びに地震その他の震動及び衝撃に対して安全上支障のない構造とすること。

建築物の部分を貫通して配管する場合においては、当該貫通部分に配管スリーブを設ける等

有効な管の損傷防止のための措置を講ずること。

管の伸縮その他の変形により、当該管に損傷が生ずる場合において、伸縮継手又は可撓継手を

設ける等有効な損傷防止のための措置を講ずること。

管を支持し、又は固定する場合においては、つり金物又は防振ゴムを用いる等

有効な地震その他の震動及び衝撃の緩和のための措置を講ずること。

給湯設備は、風圧、土圧及び水圧並びに地震その他の震動及び衝撃に対して安全上支障のない構造と

すること。満水時の質量が15Kgを超える給湯設備については、地震に対して安全上支障のない

構造として、平成12年建設省告示第1388号第5に規定する構造方法によること。

材齢 （   28日　　　　   56日　　　　　　　　　　  　　  　　　）

＝

＝

（　敷地内　　　近隣） （調査計画　　　有　　　無）

認定または登録工場（大臣認定　　S　 H 　M　 R 　J　 グレード　　日成ビルド工業株式会社　）

地下　－　階

大臣認定品 認定番号 MTRN-

16

梁

機械式駐車場

ALC （JIS A 5416） 厚

特殊デッキプレート

デッキプレート

キーストーンプレート（JIS G 3352）

（JIS G 3352）

（JIS G 3352） 型式

型式

厚

厚 床版

床版

床版

屋根

壁 床版
ロッキング

スライド ボルト止め

厚

深
土　質 標準貫入試験

10 20 30 40 50 60 ○調査地番

○位置図

○支持地盤、地層及び深さについてのコメント

○孔内水位

○近隣データの調査地番と設計地番とは

　約　　ｍの距離がある

○備考

度

Ｎ

値

0

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

注）地盤調査及び試験杭の結果により、杭長さ、杭種、直接基礎の深さ、形状を変更する場合もある。

15
30

18
30

20
30

30
30

30
30

15
30

30
30

30
30

30
30

ボーリング調査

水平地盤反力係数の測定

試験堀（支持層の確認）

調　査　項　目 資料有り 調査計画 調査項目

静的貫入試験

土質試験

平板載荷試験

現場透水試験

調査項目

標準貫入試験

物理探査

液状化判定

ＰＳ検層

資料有り 調査計画 資料有り 調査計画

養生 （   現場封かん　　現場水中　　　標準　　  　　　　　     ）

※平成12年建設省告示

第1464号第二号による

（目視及び計測）

地表面粗度区分 Ⅲ

　　　深さ　GL－    ｍ、支持層　-

仮設更衣室・会議室

試験杭

施工計画書承認 杭施工結果報告書杭仕様

　　本

設計支持力（kN） 杭の先端の深さ（m） 本数 特記事項杭径（mm）

（　有　　 無） （　打ち込み  　   載荷  　  孔壁測定）

折板　日成ルーフ H-79 厚 0.6

材　　種 型式　厚　その他 使用箇所 仕様・構法

日成フレッシュボード 厚 40 壁

Ｙ方向ルート　－（ 1-2　）Ｘ方向ルート　－（ 1-2　）

最深積雪量　140cm     単位積雪重量　30N/m2/cm

基準風速　32m/s以下

柱

地上　２ 階

札幌市環境局　円山動物園

図

製

図

検

認

承
検　 印

（ 年月日）

図面名

縮　 尺

年月日標準図番

形　 式

物件図番変更者変　 更　 内　 容変更年月日改　 訂

S

構造設計特記仕様

1/-

1

SM490 A 有 無SN490 B SN490 C

SSC400 有 無

JIS G

SWH400L SWH400 柱、母屋、継材 SSC400：JIS G 3350

SWH400L：JIS G 3353

　　　　　　　M　　　　定着L＝　　mm

アンカーボルト

ナット　（ シングル、 ダブル）SS400 -** ***

〇

〇

　　　深さ　GL－　　　ｍ、 　　　kN/㎡

型式

（ボルト孔径＝ボルト軸径＋１mm（M20以上は＋1.5mm）とすること）

長期許容支持力度

（３）杭基礎　　支持層　-

S-3a参照

○スクリューウェイト貫入試験

業務名 円山動物園仮設施設賃貸借

（２）設置種別

円山動物園仮設施設賃貸借　/　札幌市中央区宮ケ丘3番地1の内（円山動物園内）



S

改　 訂 変更年月日 変　 更　 内　 容 変更者 物件図番

形　 式

標準図番 年月日

縮　 尺

図面名

（ 年月日）

検　 印
承

認

検

図

製

図

札幌市環境局　円山動物園 鉄骨構造標準図（１）

1/-

Θ=60°

Θ

Θ

Θ

Ⅳ）プレス鋼板タブ、固形タブ使用については、資料を提出し設計者または工事監理者の承認を得る

（ハ）　スカラップ半径は30～35ｍｍと、10ｍｍのダブルア－ルとする

Ｇ

Ｇ；ル－ト間隔
裏当て金

（１）材料及び検査

（２）工作一般

（３）高力ボルト接合

（４）溶接接合

（５）塗装

（ａ）　構造設計特記仕様による

（ｂ）　適用範囲は、鋼材を用いる工事に適用し、かつ鋼材の厚さが40ｍｍ以下のものとする

（ｃ）　社内検査結果の検査報告書には、鉄骨の寸法・精度及びその他の結果を添付する

（ａ）　鉄骨製作及び施工に先立って「鉄骨工事施工要領書」を提出し工事監理者の承認を得る

（ｂ）　鋼管部材の分岐継手部の相貫切断は、鋼管自動切断機による

（ｃ）　高張力鋼の歪み矯正は、冷間矯正とする

（ａ）　本締めに使用するボルトと、仮締めボルトの併用はしてはならない

（ａ）　溶接技能者

溶接技能者は施工する溶接に適応するJIS Z3801（手溶接）又はJIS Z3841（半自動溶接）

（ｂ）　溶接機器

（イ）　交流ア－ク溶接機 300A～500A （ニ）　炭酸ガスア－ク半自動溶接機

（ロ）　ア－クエア－ガウジング機（直流） （ホ）　溶接電流を測定する電流計

（ハ）　サプマ－ジア－ク溶接機一式 （ヘ）　溶接棒乾燥器

（ｃ）　溶接方法

ア－ク手溶接（ＭＣ）

セルフ（ノンガス）シ－ルドア－ク半自動溶接（ＮＧＣ）ア－クエア－ガウジング（ＡＡＧ）

ガスシ－ルドア－ク半自動溶接（ＧＣ）

（ｄ）　溶接姿勢

下向　Ｆ 立向　Ｖ 横向　Ｈ 上向　Ｏ

（ｅ）　組立溶接技能者は、原則として本工事に従事する者が行う

（イ）　仮付位置

組立溶接は溶接の始、終端、隅角部など強度上、工作上、問題となり易い箇所は避ける

仮付不良 良 仮付不良 良

（ロ）　完全溶込み溶接部の仮付溶接は必ず裏はつり側に施工する

仮付溶接

裏はつり側にする
開先面

（ｆ）　溶接施工

（イ）　エンドタブ

Ⅰ）完全溶込み溶接、部分溶込み溶接の両端部に母材と同厚で同開先形状のエンドタブを取り付ける

35mm以上かつ

2t以上

Ⅱ）エンドタブの材質は母材と同質とする

Ⅲ）エンドタブの長さは、ＭＣ：35ｍｍ以上

ＮＧＣ、ＧＣ：40ｍｍ以上とし、特記のない場合は、溶接終了後、

母材より10ｍｍ程度残し切断して、グラインダ－仕上げとする

（ロ）　裏当て金

材質は母材と同質材料とし厚さは手溶接で6ｍｍ、半自動溶接で9ｍｍ以上、巾は25ｍｍ以上

を原則とする。但し、溶接性能が確認できれば監理者の承認を得て変更することができる。

（ニ）　ノンスカラップ工法

ｒ=10

ｒスカラップ
ｒ＝30～35㎜

ｒ=35

（ホ）　裏はつり

基準図の溶接においてＡＡＧと記載のある部分は全て、溶接監理者の確認を励行し、部材に

確認マ－クをつける

（ヘ）　現場溶接の開先面には、溶接に支障のない防錆材を塗布する。又、開先部をいためない様に養生を行う

コンクリ－トに埋め込まれる部分及びコンクリ－トとの接触面で、コンクリートと一体とする設計仕様に

なっている部分は、塗装をしない

の溶接術検定試験に合格し引続き、半年以上溶接に従事している者とする

（単位ｍｍ）

（１）隅肉溶接

（２）部分溶け込み溶接
t Ｒ≦2 t/4≦Ｓ≦10mm

D1 D1 t≦t1

S S t

溶接姿勢 Ｆ.Ｖ
G=0

t1 ・両側に補強隅肉溶接を付加する。

（３）完全溶込み溶接 （平継手　Ｔ形継手）

f

t t 6＜t＜19mmR≦2

溶接姿勢 Ｆ.Ｖf

・両側に補強隅肉溶接を付加する　　ＡＡＧ

ＧＣＭＣ　ＮＧＣ
Ｇ tmm Ｇ Ｌ Ｇ t1 Ｌ

6≦t＜12 6 6 6 6 5f

12≦t＜16 9 9 6 9 8
tR≦2

16≦t 9 8 9 9 8
t1

溶接姿勢 Ｆ.ＶＬ

・補強すみ肉溶接を付加する

Ｔ形突合せ継手余盛

f
のど厚tmm 余盛の高さmm

2/3tR≦2 t≦4 1
1/3t

4＜t≦12 2
f

12＜t≦19 3

t＞19

t t≧19mm

溶接姿勢 Ｆ.Ｖ

0＜f≦3.0mm（但し、t≧15mm

\U+03B8=45\U+00B0
（平継手で板厚が異なるとき）

2.5
f 1

ａ
R≦2 t t1

Ｇ＝0～2
Ｇ＝0～2

（裏はつり後裏溶接）
（裏はつり後裏溶接）

t 6＜t≦19mm

溶接姿勢 Ｆ.Ｖ

（４）フレア－溶接

t

プレートＢ

・フレアー溶接長は、鋼板に接する全長とする。

※はりフランジは、通しダイアフラムの

※

※

※

＜柱材料：ＢＣＲ295、ＢＣＰ325を使用する場合＞

ダイアフラムは、柱フランジ厚　16mm未満の場合　ＳＮ490Ｂ・Ｃ

※

とする。

※

とする。

とする。

ｔ＞16mmの場合の溶接は、

●ＢＯＸ型

Ａ－Ａ断面図 平面詳細

●Ｂ．Ｈ方式

Ａ－Ａ断面図

平面詳細

○溶接記号番号を○中に記入のこと

内ダイアフラムの場合は

柱の角のＲに接しないこと
７ｔ

ガス抜き
\U+03C6＝20

スカ－ラップ部分は

回し溶接する

内ダイアフラム

10
0以

上

25以上
かつエンドタブが

A
互いにあたらぬこと

内ダイアフラム

●柱が途中で折れる場合
及び梁成が異なる場合

15
0以

下

大梁が斜めの場合は

内ダイアフラム
溶接と添板の内側板に

注意のこと

80以下
フランジが柱のＲに
接しないこと

t
●鋼材種別による溶接条件

ｔ＞柱フランジのプレ－ト厚

スカ－ラップ部分は
回し溶接する

※
※

※

※

※

※

※

※

Ａ Ａ

25
以

上

25以上

厚み（ｔ）の内部で溶接すること。

　　　　但し梁成がD＝150ｍｍ未満の場合のスカラップはｒ＝20ｍｍとする

Ｋ形の場合

とする。

　　　　但し、ベースプレートの厚さは除く

（ｂ）　高力ボルトの摩擦面の処理は黒皮などを座金外径２倍以上の範囲でショットブラスト、グラインダー

　　　　掛け等を用いて除去した後、屋外に自然放置して発生した赤さび状態であること。但し、ショット

　　　　ブラスト、グリットブラストによる処理で表面荒さが、50\U+03BCmRz以上である場合は、赤さびは発生

　　　　しないままでよい。

（ｃ）　高力ボルトの締付けに使用する機器はよく整備されたものを使用し、締付けの順序は部材が十分に

　　　　密着するよう注意して行う。

（ａ）　平成12年建設省告示第1464号第二号イ、ロによる、溶接部の性能、溶着金属の性能を満足すること。

t/4≦f≦10mm

t/4≦f≦10mm

t/4≦f≦10mm

t2/4≦a≦10mm

削り面

※

　　　　　　　　柱フランジ厚　16mm以上の場合　ＳＮ490Ｃ　を使用する

注）STKR、BCR、BCP材はJIS Z 3312、のみ使用可

「構造設計特記仕様 6.鉄骨工事(2)□認定または登録工場」のグレード別に

定められた適用範囲と溶接条件制限事項による

S t1 S

・但し片面溶接の場合はS＝ｔとする
・tはt1、t2の小なる方とする
　余盛は（1+0.1S）mm以下とするS
・軸力が加わる場合のＳは母材と

t2 　同厚とすることが望ましい

6mm＜t≦16mm

t 7以下 8～10 11～13 14～16

Ｓ 6 7 12

・tはt1、t2の小なる方とする

t≦6mm

・S＝1.5t かつ 6以下とする

Θ=60°

Θ

Θ Θ

45° 45°

35° 45°

35° 35°

Θ=45°

Θ=60°

　溶接棒角度　　は30°～40°とする

　＝75゜～105゜

●　　　　　　型

（使用箇所に注意）

t＞16mm

Ｇ＝0～2(裏はつり後裏溶接)

t1

5

8

9

25mm以上

t

4

の時 4mmとする）

t2

S

・9mm～16mmは１パス以上、19mm以上は2パス以上とする

※

（通しダイアフラムの場合）

A

※

※

ダイアフラム厚は、接合する梁の最大厚の２サイズアップ以上とする。

10

Θ=45°

　；開先角度Θ

Θ
寸法(mm)

Ｂ Ｓ

9 7 4

13 8 4.5

16 9 5

19 10

22 11 7

25 12 8

6

７ ７

１

１

４

４

７

７

４

～※ｔ＞16mmの場合の溶接は、１ ３ ５２ ・又は

４

Θ

４溶接材料 入熱（KJ/cm) パス間温度（℃）鋼材の種類

YGW-11、15
400N級鋼 350 以下40 以下

YGW-18、19

JIS Z 3212、3214 40 以下 350 以下

250 以下30 以下
490N級鋼

350 以下

YGW-11、15

YGW-18、19

JIS Z 3211、3212、3214

YGA-50W、50P

40 以下
YGA-50W、50P

JIS Z 3312

JIS Z 3315

JIS Z 3312

JIS Z 3315

～ｔ＞16mmの場合の溶接は、※ ３ ５２

２

２

３

４

５

６

８

１

２

２

S t1 S

S

t2

１

７

※

１

１

４

※ １

１

１ ※

※

４

１

７
※１

１

４

４

４

４

１※

※ １

１

４

１

※

※ １

１

※

３

１

～３ ５２ ・又は

１ ※

３
３

※ ｔ＞16mmの場合の溶接は、

１ ※

４ ４

１ ～

４

３ ５

４

１

１
４

４
４

１

４
４

１ ※

t

※修正箇所は下線を引くこと

（注）ｆ：余盛　Ｇ：ル－ト間隔　Ｒ：フェ－ス　Ｓ：脚長２．溶接基準図１．一般事項
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業務名 円山動物園仮設施設賃貸借



札幌市環境局　円山動物園

図

製

図

検

認

承
検　 印

（ 年月日）

図面名

縮　 尺

年月日標準図番

形　 式

物件図番変更者変　 更　 内　 容変更年月日改　 訂

S

鉄骨構造標準図（２）

1/-

LB1 ≦ 250 B1 ＝300 B1 ＝350（400）

（１）ボルト、アンカーボルトのピッチ（P）
B1

B2 B2

g B

羽子板ボルト 形鋼ブレ－ス
d

長さ

ｅ Ｌ
RN1ｐ e2 A

d1N1 N1

ｐ
ｅ 11L 外
PL

－
(1

) 
内

PL
－

(2
)

e110 PL-6L （ｂ）固定・半固定（許容応力度等計算を行わない場合）ｅ S e38外
PL

－
(1

) 
内

PL
－

(2
)

外
PL

－
(1

) 
内

PL
－

(2
)

ｐ

ｔｐ 注）表は３．（１）の（ｅ）欄に示す

ｅ 15

PL－(1) アンカーボルト孔径≦ｄ＋５ｍｍ

30ﾟ
d

長さ
N

R以上35 R40 e2PL-(1) d1

PL-(2)
e1 ・＝

＠
60
0

・LPL-(2)
S e38 P 二重ナット等の戻り止め

ｔ

座金PL-(3) FB－65×9　中ボルト M16（２）ピン接合梁継手リスト PL-(3)

＜TYPE-2＞ ＜TYPE-3＞＜TYPE-1＞ 10
PL-(1)ｅｅ ｅ ｐ ｅ ｅ ｐｅ10

1 （床剛性を考慮する合成床、合成梁のときは構造図参照） 縁端距離（ボルト孔の径に（７）デッキプレ－ト
D≦150 D≦300 アンカーボルト径（ｄ） 応じ表に示す数値以上）

ｅ ｅ ベースプレート厚≧１．３ｄｅ N

ｅｐ N 1 梁との溶接およびコネクタ－N（片側） ｅｐ アンカーボルト断面積の

ｅ

総和≧柱断面積×0.2以上35

エ
レ

ク
シ

ョ
ン

ピ
－

ス

アークスポット溶接PL-(1) PL
-(

1)

PL
-(

3)

N2N2
4 16　＝＠200 アンカーボルト（定着長さ≧２０ｄかぎ状に折り曲げる等の措置）PL

-(
3)

ｅ ｅ PL
-(

1)

ｐ ｐ

ｅ ｅL L10 10 Ａタイプｅ ｅ （JIS 1198）（９）頭付きスタッド

PL
-(

2)

ｐ ｐ 4
ｅ ｅ Ａタイプ使用は スタッド材の標準形状・寸法

柱D＝250ｍｍ
スタッド材以下とする

形状
1

軸径ｄ 頭径Ｄ 頭高さＴ 溶接後の長さＬ
呼び名

ｍｍ ｍｍ ｍｍ ｍｍ
ｐｐｅｅ ｅ ｅ

水平ブレ－ス44
13.0 22.0 10.0

　13 ｍｍ 50、80、100、130
12.7 25.4 7.9

Ｂタイプ Ｃタイプ
注）現場溶接は原則として超音波深傷試験を１００％を行う 16.0 29.0 10.0

　16 ｍｍ 80、100、130
15.8 31.7 7.9

梁上通しの場合 既製品面戸（鉄製） 折曲加工

19.0 32.0 10.0
　19 ｍｍ 80、100、130、150

19.0 31.7 9.5
（SCSS-H97による）（３）剛接合継手リスト 10

e eｐ ｐ PL-(1) PL-(1)ｅ ｅｅ ｅ
e

22.0 35.0 10.0PL-(2) PL-(2) 　22 ｍｍ 100、130、150
22.2 34.9 9.5

ｅ
ｐ 梁上切断の場合（片側）N2 （１０）梁貫通補強PL-(3) （　1+　2）x3/2以上あて板（鉄製） あて板（非鉄製）ｐ 50-400

ｅ 1
●計算で確認された場合は下記の位置、寸法によらなくて良い。

PL-(2) ●梁端部（スパンのL／10以内かつ2D以内）は避ける（JIS規格品とする・・・JIS A 5540・・・2008/5541・・・2008）（片側）N1 （６）ターンバックルブレ－ス
PL-(3) PL-(1) e ee e 　1 　2●　　≦ 0.4D

●　　' は補強筋の穴径を示す

貫通孔の間隔

10 10

1スラブ端部の補足材 補足受材

1
1

e
50-200

1 1D 　
'

　
'

　
'

50 PL-50x6

1L形鋼

プレ－ト補強（片面又は両面） パイプとプレ－ト補強（片面）
50-400

1
50 30 10 10

1PL-1.6 6

1
e

D

フランジ及ウエブ厚の差のある場合（４）ハンチ部の継手 1 1
PL-50x6

パイプ補強（小径の場合）Ft2Ft1 リブプレ－ト補強
50-40050-400 11リブプレ－ト Wt1 Wt2

PL-1.6 PL-3.2

Ft1 Ft2

eFt1－Ft2
ハンチ起点は避けた方がよい L-50x50x6フィラプレ－ト併用のこと≧1 ｍｍｒ＞8ｔ以上 Wt1－Wt2 ＠≦600

1ハンチ勾配は普通1：4程度であるが構造図による

300 以下ｒ：半径　ｔ：板厚 以下600

符　号 タイプ 部　材 PL－(1) PL－(2) N－径

構造図参照

ｅ ｅｅ ｅ
10

注）端部をBHとする場合の部材は設計図による

フランジ ウエブ
符　号 部　材

N1－径 N2－径PL－(1) PL－(2) PL-(3)

B2B1

150 60

175 70

200 80

250 100

300 110

350 140

400 170

符　号 部　材
フランジ ウエブ

N1－径 N2－径PL－(1) PL－(2) PL－(3)

（ｂ）形鋼ブレ－ス

部  材 PL－(1) N－径 L符  号 （ａ）Ｈ形鋼（ピン接合）

アンカーボルト ベースプレート
符　号 部　材 備　考

径 Ｌ 本数 厚 Ａ Ｂ ｇ

B1 B1

B2 B2 B2 B2

ｅ
45

"
45

ｅL 10 ｅ
45

"
45

ｅ

ｅ
ｐ

ｐ
ｅL 10 ｅ

ｐ
ｐ

ｅ

150 140 70(90)40 (90)70

PL-(1)

１

１

Ｄ

Ｔ

Ｌｄ

2　'

2　
'

(a) 羽子板ボルト

(1) e1,e2が確保されてれば形状は自由でよい。〔注〕

(2) 羽子板とガセットプレートの場合は表に示す取付ボルトを使用し、一面せん断(支圧)接合とする。

(3) 溶融亜鉛めっき製品では、JIS B 1186に規定する 1種 F8TAに準じるものを使用する。

M12 M14 M16 M18

M20

M22 M24ねじの呼び (d)

最　　　　　大

最　　　　　小
軸径 d1

調整ねじの長さ S

取付けボルト穴径 R
許容差 +0 , -0.5 ㎜

はしあき（最小） e1(2)

へりあき
(最小)

e2(1)

板　　厚 ｔ
切板製

へりあき
(最小)

e2(1)

板　　厚 ｔ
平鋼製

ホルト端から取付ボル e3
ト穴芯のあき（最小）

溶接長さ（最小） W

取付ボルト

(2)
種　類

ねじの呼び

本　数

JIS B 1186　2種高力ボルト（F10T)　(3)

M16 M16 M16 M20 M20

M20

M22

1 1 1 1 1 1 2

10.83 12.66 14.66 16.33 18.33 20.33 22.00

10.59 12.41 14.41 16.07 18.07 20.07 21.69

100 115 125 140 150 165 175

17.0 17.0 17.0 21.5 21.5 23.5 21.5

40 40 45 50 50 55 50

28 28 28 34 34 38 38

6 6 6 9 9 9 9

25.0 25.0 25.0 32.5 32.5 37.5 37.5

6 6 6 9 9 9 9

52 52 59 66 66 73 70

40 50 55 60 75 85 85

（１）高力ボルト、ボルト、アンカーボルトのピッチ（P）

(1) 引張材の接合部で応力方向にボルトが3本以上並ばない場合の応力方向の縁端距離。〔注〕

(2) せん断縁・手動ガス切断縁の場合の縁端距離。

(3) 圧延縁・自動ガス切断縁・のこ引き縁・機械仕上縁の場合の縁端距離。

ボルト 最小縁端距離 (e) ピッチ (P)

最小 標準(2)(3)の標準(3)(2)(1)穴　径
呼び径 d

ボルト穴径・最小縁端距離 (mm)

50 6040

222840

55 6040

263450

60 7045

283855

(40) (60)(40)

324460

(50) (60)(40)

2228

(55) (60)(40)

2634

3244

3649

4054

4d/39d/5

(60) (70)(45)

2838

18

22

24

26

21 (16.5)

25 (20.5)

29 (24.5)

32

35

呼び径 + 5

27 (22.5)

M16

M20

M22

M24

M16

M20

M22

M24

M27

M30

M30

を超える

高
力

ボ
ル

ト
ア

ン
カ

ー
ボ
ル

ト
・
ボ

ル
ト

(
 
)
内

は
ボ

ル
ト
を

示
す

40 6040

受梁へのかかり寸法及端部処理 e ： 長手方向で50㎜以上、幅方向で30㎜以上とする。

且つ、各メーカーの仕様による。

３．継手規準図、その他

※修正箇所は下線を引くこと

（５）柱継手リスト （SCSS－H97による）

（８）露出柱脚

スリープ径

　　≦0.15D

　　≦D/4

　　≦D/3

　　≦0.4D

補　強　板

補強板不要

Web板厚以上（片面）

Web板厚x1.2倍以上（片面）

Web板厚以上（両面）

3

構造図参照

業務名 円山動物園仮設施設賃貸借



札幌市環境局　円山動物園

図

製

図

検

認

承
検　 印

（ 年月日）

図面名

縮　 尺

年月日標準図番

形　 式

物件図番変更者変　 更　 内　 容変更年月日改　 訂

S

3

17
7

57
11

7

33
1
37

3
5
3

（KBM+53mm）
△設計GL

▽設計GL
（KBM+53mm） （KBM+53mm）

▽設計GL

▽設計GL
（KBM+53mm）

△設計GL
（KBM+53mm）

（KBM+53mm）
△設計GL

（KBM+53mm）

（KBM+53mm）

△設計GL

▽設計GL

△調査孔口高さ
（KBM+50mm）

▽調査孔口高さ
（KBM+230mm）

▽調査孔口高さ
（KBM+110mm）

▽調査孔口高さ
（KBM+170mm）

（KBM+20mm）
△調査孔口高さ

（KBM+190mm）
▽調査孔口高さ

（KBM+50mm）
△調査孔口高さ

（KBM±0mm）
△調査孔口高さ

柱状図凡例

柱状図

3a

1/100

測定位置※建設予定地標高51.9ｍ（出典：地理院地図Vector）

業務名 円山動物園仮設施設賃貸借



敷鉄板接合部

札幌市環境局　円山動物園

図

製

図

検

認

承
検　 印

（ 年月日）

図面名

縮　 尺

年月日標準図番

形　 式

物件図番変更者変　 更　 内　 容変更年月日改　 訂

S1/100・30

4

基礎伏図・基礎詳細図

架台:H-150x150x7x10

架台:H-150x150x7x10

Y5

Y4

Y3

Y2

Y1

Y0

敷鉄板 22x1524x3048

1,
82

0
1,

8
57

.5
1
,8

5
7.

5
1,

82
0

9
10

8,
26

5

X5X2 X3 X4X1X0

1,857.5 1,8201,8201,820 1,857.5

9,175 1,295

200 1,095

基 礎 伏 図 　 S＝ 1 / 1 0 0

1,857.5 1,820 1,8201,820 1,857.5

9,175

75175

250

75
1
7
5

2
50

75 175

250

150

12525

平板　300×300

150

45105

大引@910

架台

・敷鉄板下部は砂利置換とし、十分に転圧を行うこと。

・砂利置換の深さはGL-600mmとする。

・架台：H=250x250x9x14、階段下部の架台はH-150x150x7x10とする

7
5

1
75 2
5
0

8,
26

5

9
10

1
,8

5
7.

5
1,

82
0

1,
82

0
1,

8
57

.5

FB-150x75x6

606

敷鉄板 敷鉄板

606

リブPL-9

敷鉄板　t=22

柱下毎606

架台：H-250×250×9×14

【室内】【室外】

6 60 柱下毎

175 75

250

25
0

2
2

2
72

設計GL▽

本体

設計GL▽

2
2

リブPL-96 60 柱下毎

柱下毎606

屋外階段

【室外】

架台：H-150x150x7x10

1
50

17
2

150

7575

30

【室外】

敷鉄板　t=22

1.8(6.8)
3

付土台

大引

2
6 4
5

75

A-A断面 1/5

4
5

4
5

90

付土台取付PL-3

3

4
5

4
5

230

90

10 10

5 5

大引：C-75×45×15×2.3
桁柱

2C-75×45×15×2.3
付土台：

384
5

75

180

7 大引：C-75×45×15×2.3
FB-3x38

大 引 端 部　1/15

1
3
8

2
1

2
1

7
5

9
1
0

1
8
0

75

2C-75×45×15×2.3

大引：C-75×45×15×2.3

5
5

付土台：

M12×35にて固定

M12×35にて固定

2C-75×45×15×2.3
付土台：

2
1

1
3
8

21

7
5

75

1
8
0

大引：C-75×45×15×2.3

M12×35にて固定

2C-75×45×15×2.3

M12×35にて固定

付土台： A

A

2
2

2
3

付土台取付PL-3

4
5 1
0
2

2
50

1FL

BPL下端

H-250×250×9×14
架台：

付土台：
2C-75×45×15×2.3

大引：
C-75×45×15×2.3

中ボルト

リブPL-9

2
2

2
7
2

50
9

50
9

40
7

36
2

設計GL

275 672.5 910

鋼製束

１階床詳細　1/30

・　　は鋼製束を示す。

業務名 円山動物園仮設施設賃貸借



Y0

Y5

小 屋 梁 伏 図 　 S＝ 1 / 1 0 0

水平ブレースM12（TB）を示す。

柱ブレースM14（TB）を示す。

X5X2 X3 X4X1X0

Y5

Y4

Y3

Y2

Y1

Y0

2階 床 梁 伏 図 　 S＝ 1 / 1 0 0

水平ブレースM12（TB）を示す。

柱ブレースM18（TB）を示す。

X5X2 X3 X4X1X0

Y5

Y4

Y3

Y2

Y1

Y0

折
板

端
部

8
,2

65

91
0

1,
85

7.
5

1
,8

20
1,

8
20

1
,8

57
.5

1,
8
20

1
,8

57
.5

r

r

C2 C1

C1

C1

1,857.5

rr

rr

r

r

C1 C1C1

1,820 1,8201,820 1,857.5

r

r

C2

C1

9,175

1,
85

7.
5

1
,8

20

1,857.5

r

r

C1

C1

C2 C1

rr

rr

r

r

C1 C1C1

1,8201,8201,820 1,857.5

r

r

C1

C1

C2

9,175

91
0

8
,2

65

2
G
2

2
G
1

2
G
1

2
G
1

2
G
1

2
G
2

1,295

C3

C3

2G3

2G3

C3

C3

C3

C3

200 1,095

C1

B4 B4 B4 B4

B4 B4 B4 B4 B4

B4

C-75x45x15x2.3
柱継材：

ササラ桁：[-200x50x4.5

C3

C3

C3

C3

C3

C3

1,
8
20

1
,8

57
.5

B3

r

r

C2 C1

C1

C1

1,857.5

B3B3

rr

rr

B3

r

r

C1 C1C1

1,820 1,8201,820 1,857.5

B3

r

r

C1

C2

C1

9,175

R
G
1

R
G
2

R
G
1

R
G
1

R
G
1

R
G
2

1,
85

7.
5

1
,8

20

1,857.5

r

r

C1

C1

C2 C1

B3B3

rr

rr

B3

r

r

C1 C1C1

1,8201,8201,820 1,857.5

r

r

C1

C1

C2

9,175

91
0

8
,2

65

1
,8

57
.5

1,
8
20

水下

水上

1
,8

20
1,

85
7.

5
91

0

8
,2

65

1,295

RG3

RG3

B2

柱継材：
C-75x45x15x2.3

柱継材：
C-75x45x15x2.3

ヤネ葺方向

B3B3

8
,2

65
3
35

48
0

9,
0
80

折
板

端
部

柱
芯

柱
芯

柱継材：
C-75x45x15x2.3

折
板

札幌市環境局　円山動物園
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製

図

検

認
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（ 年月日）

図面名

縮　 尺

年月日標準図番

形　 式

物件図番変更者変　 更　 内　 容変更年月日改　 訂

S

5

小屋梁伏図
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2
2

M1
4(
TB
)

M1
4(
TB
)

M1
4(
TB
)

M1
4(
TB
)

水下

Y5Y4Y3

水上

Y2Y1Y0

M1
4(
TB
)

M1
4(
TB
)

M1
4(
TB
)

M1
4(
TB
)

Y0Y1Y2

水下 水上

Y3Y4Y5

リブPL-9リブPL-9

軸 組 図  X 0通 り  S＝ 1 / 1 0 0

C2 C1 C1 C2C1

M1
8(
TB
)

M1
8(
TB
)

M1
8(
TB
)

M1
8(
TB
)

リブPL-9リブPL-9

C2 C1 C1 C2C1

軸 組 図  X 5通 り  S＝ 1 / 1 0 0

M1
8(
TB
)

M1
8(
TB
)

M1
8(
TB
)

M1
8(
TB
)

2
2

架台:H-250x250x9x14 架台:H-250x250x9x14

2G2

3,
78

0

△2SL

7
52G2

3,
78

0

△2SL

7
5

3
,7

20

1,857.51,820910

8,265

▽水上

△RSL

75

1,8201,857.5

10
0

7,
50
0

RG2
△RSL

3
,7

20

10
0

7,
50
0

RG2

1,857.51,820910

8,265

▽水上

△RSL

75

1,8201,857.5

△BPL下端 △BPL下端

軸組図（１）札幌市環境局　円山動物園

1/100

図

製

図

検

認

承
検　 印

（ 年月日）

図面名

縮　 尺

年月日標準図番

形　 式

物件図番変更者変　 更　 内　 容変更年月日改　 訂

S

6

C2 C1 C1 C2C1 C2 C1 C1 C2C1

C1

C1

C1

C1

▽設計GL
△平均GL

▽設計GL
△平均GL1

3
27

2

2
2

25
0

1
3
27

2

2
2

25
0
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Y0Y1Y2

水上水下

Y3Y4Y5

リブPL-9

架台:H-250x250x9x14

C1

リブPL-9

架台:H-250x250x9x14

C1

軸 組 図  X 1～ 4通 り  S＝ 1 / 1 0 0

2
2

2G1

7
5

△2SL

3,
78

0

△RSL

3
,7

20

7,
50

0
10

0 RG1

1,857.51,820910

8,265

1,8201,857.5

▽水上

△RSL

75

△BPL下端

軸組図（２）札幌市環境局　円山動物園

1/100

図

製

図

検

認

承
検　 印

（ 年月日）

図面名

縮　 尺

年月日標準図番

形　 式

物件図番変更者変　 更　 内　 容変更年月日改　 訂

S

7

C1 C1

▽設計GL
△平均GL 1

3
27

2

2
2

2
50

業務名 円山動物園仮設施設賃貸借



7
5

△2SL

3
,
78

0

B4 B4 B4 B4 B4

架台:H-250x250x9x14

M1
4(
TB
)

M1
4(
TB
)

M1
4(
TB
)

X5X4X3X2X1X0

C2 C1

リブPL-9

C1 C1 C1 C2

リブPL-9

軸 組 図  Y 0通 り  S＝ 1 / 1 0 0

M1
8(
TB
)

M1
8(
TB
)

M1
8(
TB
)

2
2

75

△RSL

1,857.5

B3

▽水上

1,820 1,820 1,820

B3 B3B3

9,175

1,857.5

B3

7,
50

0
1
0
0

3,
7
20

B2

7
5

△2SL

3
,
78

0

2G3

B4 B4 B4 B4 B4

架台:H-250x250x9x14

M1
4(
TB
)

M1
4(
TB
)

M1
4(
TB
)

X5 X1 X0X4 X3 X2

C1

軸 組 図  Y 5通 り  S＝ 1 / 1 0 0

C2 C1C1 C2C1

リブPL-9

M1
8(
TB
)

M1
8(
TB
)

M1
8(
TB
)

C3

2
2

75

△RSL

1,857.5

B3

1,8201,820

B3 B3

9,175

1,857.51,820

B3B3

1,295

2001,095

7,
50

0

3,
7
20

RG3 B2

△BPL下端 △BPL下端

軸組図（３）札幌市環境局　円山動物園

1/100

図

製

図

検

認

承
検　 印

（ 年月日）

図面名

縮　 尺

年月日標準図番

形　 式

物件図番変更者変　 更　 内　 容変更年月日改　 訂

S

8

C2 C1 C1 C1 C1 C2 C1C2 C1C1 C2C1C3

▽設計GL
△平均GL

▽設計GL
△平均GL1

3
2
7
2

22
25

0

1
3
2
7
2

22
25

0

業務名 円山動物園仮設施設賃貸借



r r rr r
2G1 2G1 2G1 2G1

75

△2SL

3
,7

80

X5X4X3X2X1X0

C1 C1

軸 組 図  Y 2～ 3通 り  S＝ 1 / 1 0 0

22

9,175

7
5

△RSL

1,857.5

RG1
r

1,820 1,820 1,820

RG1 RG1
r rr

1,857.5

r
RG1

7
,5

00

3,
72

0

r r rr r
2G1 2G1 2G1 2G1

75

△2SL

3
,7

80

2G3

X5X4X3X2X1X0

C3

軸 組 図  Y 4通 り  S＝ 1 / 1 0 0

C1C1

22

9,175 1,295

7
5

△RSL

1,857.5

RG1
r

1,820 1,820 1,820

RG1 RG1
r rr

RG1

1,857.5

r

200 1,095

7
,5

00

3,
72

0

RG3

△BPL下端 △BPL下端

軸組図（４）札幌市環境局　円山動物園

1/100

図

製

図

検

認

承
検　 印

（ 年月日）

図面名

縮　 尺

年月日標準図番

形　 式

物件図番変更者変　 更　 内　 容変更年月日改　 訂

S

9

C1 C1 C3C1C1

外部階段
▽BPL下端

▽設計GL
△平均GL

▽設計GL
△平均GL13

2
72

22
2
5
0

13
2
72

22
2
5
0

1
7
2

業務名 円山動物園仮設施設賃貸借



　他のボルトはスプリングワッシャーにて戻り止めとする。

※アンカーボルトの戻り止めはダブルナットとし、柱部材リスト S=1/20

断　面

符　号

部　材

備　考

(使用材料)

鉄　骨
(SWH400L)LH-75x90x15x3.2x3.2 (STKR400)

+2C-75x45x15x2.3 (SSC400)

(STKR400)

C3

BOLT 2-M12

(SS400)

(SS400) (SS400)

G.PL-6

[-100x50x5x7.5

RG2RG1

H-346x174x6x9

BOLT 3-M16

174

3
46

断　面

符　号

部　材

備　考

(使用材料)

鉄　骨
(SWH400L)

(SS400)

LH-75x90x15x3.2x3.2

(SS400)

(STKR400)

+2C-75x45x15x2.3 (SSC400)

40 40

230

150

(SS400)

(STKR400)

C3

BOLT 2-M12

(SS400)

(SS400) (SS400)

G.PL-6 (SS400)G.PL-4.5

[-100x50x5x7.5H-346x174x6x9

BOLT 3-M16

174

3
4
6

２階

１階

2G1 2G2

2C1 2C2

1C21C1

1
6
0

(STKR400)

B.PL-22

中ボルト 2-M20

B.PL-22

 +□-75x75x3.2

□-75x75x2.3

B.PL-16

□-75x75x2.3□-75x75x2.3

□-75x75x2.3

(SS400)

(SS400)

G.PL-6

(SS400)

(SS400)

H-248x124x5x8

BOLT 3-M16

[-150x50x3.2

G.PL-6

BOLT 2-M12

符　号

断　面

鉄　骨

備　考

部　材

(使用材料)

小屋ブレース

BOLT 1-M16

羽子板PL-6.0　G.PL-6.0

(SNR400B)

(SS400)

(強度区分10.9)

(SNR400B)

(SS400)

(強度区分10.9)

(SNR400B)

(SS400)

(強度区分10.9)

桁 柱ブレース 妻 柱ブレース

M12(ターンバックル締め)

符　号

断　面

鉄　骨

備　考

部　材

(使用材料)

BOLT 1-M16

羽子板PL-6.0　G.PL-6.0

(SNR400B)

(SS400)

(強度区分10.9)

(SNR400B)

(SS400)

(強度区分10.9)

(SNR400B)

(SS400)

(強度区分10.9)

妻 柱ブレース

M12(ターンバックル締め)

２階

１階

符　号

断　面

鉄　骨

部　材

備　考

(使用材料)

G.PL-4.5

[-75x40x5x7 

(SS400)

(SSC400)

BOLT 1-M12BOLT 1-M12BOLT 2-M12

C-75x45x15x2.3

中間母屋

B2B1

(SSC400)

G.PL-4.5 (SS400)

BOLT 2-M12

C-75x45x15x2.3(SS400) (SS400)

桁面母屋

[-75x40x5x7  @1820

B3・B4r（Ｒ階・２階）

190 30 40

260

150
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0
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0

1
90

30
4
0

2
6
0
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2
48

RG3
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階段梁

階段梁外階段柱

外階段柱

符　号

断　面

鉄　骨

部　材

備　考

(使用材料)

裏面　ポリエチレンフォーム　t=4 庇は裏貼なし
羽子板PL-9.0　G.PL-9.0

BOLT 1-M20

２階床ブレース

M18(ターンバックル締め) M18(ターンバックル締め)

羽子板PL-9.0　G.PL-9.0

BOLT 1-M20

M14(ターンバックル締め)

羽子板PL-6.0　G.PL-9.0

M14(ターンバックル締め)

羽子板PL-6.0　G.PL-9.0

BOLT 1-M16BOLT 1-M16
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0

4
0

1
07

.
5

107.5 42.5

4
2
.5

B3:柱頭継
B4：柱中間継

桁 柱ブレース
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屋根（折板）

タイトフレーム
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303 @303@303

(SS400)

(SS400)

RG4

[-200x50x4.5
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鉄骨詳細図　　S=1/20

1C1 柱脚

水平ﾌﾞﾚｰｽ：M12 ﾀｰﾝﾊﾞｯｸﾙ　ﾎﾞﾙﾄ(強度区分10.9) 1-M16
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r：C-75×45×15×2.3　中ﾎﾞﾙﾄ 2-M12
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中ﾎﾞﾙﾄ 2-M12

水平ﾌﾞﾚｰｽ：

水平ﾌﾞﾚｰｽ：
M12 ﾀｰﾝﾊﾞｯｸﾙ
ﾎﾞﾙﾄ(強度区分10.9) 1-M16

2G1：H-346×174×6×9
中ﾎﾞﾙﾄ 3-M16

r：C-75×45×15×2.3
中ﾎﾞﾙﾄ 2-M12

2F桁柱ﾌﾞﾚｰｽ：
M14ﾀｰﾝﾊﾞｯｸﾙ
ﾎﾞﾙﾄ(強度区分10.9) 1-M16

1F桁柱ﾌﾞﾚｰｽ：
M18ﾀｰﾝﾊﾞｯｸﾙ
ﾎﾞﾙﾄ(強度区分10.9) 1-M20

B2：［-75×40×5×7
中ﾎﾞﾙﾄ 1-M12

B3：C-75×45×15×2.3
中ﾎﾞﾙﾄ 2-M12

B4：C-75×45×15×2.3
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製

図

札幌市環境局　円山動物園

S1/50・20

鉄骨詳細図（３）

13

12
5

20
0

PL-6

15
5

40

40
45

10.7

ボルト（強度区分10.9）1-M16

PL-6 40

15
5

40

40
45

40

1
25

A部　1/20 B部　1/20

水平ブレース詳細図　S=1/50

K

SFSA

B

ｔ

ae l
D

d

ｔ B A e D

6 52 155

155

170

40

40

45

40

50

55

17

l

6 52

6 52

17

17

品　番

ネジ呼

M12

M14

M16

軸径

d

10.7

12.55

14.5

S

ネジ長

100

115

125

100

115

f

中アキ

120

a

200

230

250

ＴＢ長

ビート幅

K

6

6

7

羽子板サイズ

3 3 3

40 40 40
333

B1：[-75x40x5x7

3

タイトフレーム

3

業務名 円山動物園仮設施設賃貸借



添鋼有部

水抜用
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図面名

（ 年月日）

検　 印
承

認

検

図

製

図

札幌市環境局　円山動物園

S

水抜用

C2C1

C3

各柱脚部　溶接詳細 RG2・2G2　溶接詳細

内

外

内

外

外

内

添鋼無部

※ﾌﾞﾚｰｽｼｰﾄの両面
に溶接箇所あり

※ﾌﾞﾚｰｽｼｰﾄの両面
に溶接箇所あり

※ﾌﾞﾚｰｽｼｰﾄの両面
に溶接箇所あり

ブレースシート M14　溶接詳細

86

25

7.57.5

1
35

1
35

32.5

32.5

7.
5

7.5

7.5

1
35

9

32.5

9 9 9 9

9

7.5 7.5

30

H-346ｘ174ｘ6ｘ9

添鋼：□－75×75×3.2

4

4

4 4

4

4

5

5

5

5

5

5

5

5

5

4

5

5

4

4 4 6 6 6

4 4

4

3

3

3 3

3

3 3

3
3

3
3

3

3

3

3

40(2)-95 40(2)-95 40(2)-95

4

4

4

4

4

4

LB-W346

37
.5

3

水平ブレースシート 　溶接詳細

LB-S100L（大）

［－100×50×5×7.5

4

14

1/10

溶接詳細

RG1・2G1　溶接詳細

円山動物園仮設施設賃貸借業務名



札幌市環境局　円山動物園

図

製

図

検

認

承
検　 印

（ 年月日）

図面名

縮　 尺

年月日標準図番

形　 式

物件図番変更者変　 更　 内　 容変更年月日改　 訂

S

階段詳細（１）

1/50

15

中ボルト

リブPL 9t

架台：

敷鉄板

H-150x150x7x10

リブPL-9

1
,0

43

19
7
.5

〃
〃

31
.8

10

▽踊場天端

▽手摺天端

19
7
.5

@1
9
7.
5*

20
=
3,

95
0

〃
〃

〃
〃

〃
〃

〃
〃

〃
〃

〃
〃

〃
〃

〃
〃

〃

3,
95
0

1,
10

6.
8

245

15
0

3.
2

3,
0
75

10
0

52
2

1,
86
6

1,
82
06,

35
0

1,
82
0

32
2

275 2,015

2,710

420

1,8202,380 2,380

3,
0
75

15
0

3.
2

100

1,
10

6.
8

1,
91

2
38

1,
97

7

3,
95
0

7,
0
25

3,
95
0

16

2,
50

0
1,

14
5

2

54
8

1,820

1,200 以上 245 245 245 245 245 245 245

2,380 2,380

6,755

1,820245 245 245 245 245 245 245 245 245 245 245 268.5

2001,095

1,295

▽ＧＬ15
0

15
0

25
0

15
0

2222 22

175

ターンバックル付ブレース M12

階段屋根用母屋：

[-75x40x5x7（多雪地）

折板 ｶﾞﾙﾊﾞﾘｳﾑ鋼板 0.6mm（素地）

裏面 ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ 4mm貼

屋根：

H-248x124x5x8

小屋水平ﾌﾞﾚｰｽ：M12

ターンバックル付ブレース M12

階段柱：□-75x75x2.3

踊場手摺Ａ

1,
10

6.
8

▽床P天

▽床P天

梁当て方向→ 梁当て方向→

ﾀｰﾝﾊﾞｯｸﾙ付ﾌﾞﾚｰｽ M12

ﾀｰﾝﾊﾞｯｸﾙ付ﾌﾞﾚｰｽ M12

階段柱：□-75x75x2.3

手摺用支柱Ｃ：

□-50×50×2.3

ササラ手摺

ササラ手摺

手摺用支柱Ｃ：

□-50×50×2.3

ササラ手摺

階段屋根用母屋：

[-75x40x5x7（多雪地）

折板 ｶﾞﾙﾊﾞﾘｳﾑ鋼板 0.6mm（素地）

裏面 ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ 4mm貼

接続・取合水切：

ｶﾞﾙﾊﾞﾘｳﾑ鋼板 0.35mm（素地）

裏面 ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ 4mm貼

中母屋受金具：

mw-080

C-75x45x15x2.3

階段踏板

縞鋼板 3.2mm

階段柱：□-75x75x2.3

日成ﾌﾚｯｼｭﾎﾞｰﾄﾞ 40mm

外壁：

階段柱：

□-75x75x2.3

裏面 ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ 4mm貼

折板 ｶﾞﾙﾊﾞﾘｳﾑ鋼板 0.6mm（素地）

踊場900

踊場踏板：

縞鋼板 3.2mm

踊場手摺Ａ
（落し込みｻｯｼ）

引違い出入口戸

H2000

階段上部屋根：

階段上部屋根：

柱継材：

ササラ桁：[-200x50x4.5

折板 ｶﾞﾙﾊﾞﾘｳﾑ鋼板 0.6mm（素地）

階段上部屋根：

▽基礎天

G.L

踊場900

2-M12

ササラ取付PL-4.5

1,445

6,580

踏　幅 900mm

蹴上げ

踏　面

手摺高

仕様

 245mm

 197.5mm

1,100mm

410

折板端部

460

7,450

折板端部

折板端部

[-200x50x4.5

階段屋根

業務名 円山動物園仮設施設賃貸借
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札幌市環境局　円山動物園

37.5

1,857.5

階段柱：□-75x75x2.3

3

中母屋受金具：mw-080

1,8
92

梁当て方向→2,76
4

2,76
4

ﾀｰﾝﾊﾞｯｸﾙ付ﾌﾞﾚｰｽ M12ﾀｰﾝﾊﾞｯｸﾙ付ﾌﾞﾚｰｽ M12

階段柱：

□-75x75x2.3
屋根梁：

階段柱：

□-75x75x2.3

C-75x45x15x2.3

階段柱継材：

階段柱：□-75x75x2.3

屋根梁：
□-75x75x2.3

階段柱：

階段屋根用母屋：

[-75x40x5x7（多雪地）

階段屋根用母屋：

[-75x40x5x7（多雪地）階段屋根用母屋：

[-75x40x5x7（多雪地）

柱継材－1.0K用：

C-75x45x15x2.3

階段屋根用母屋：

[-75x40x5x7（多雪地）
階段小屋伏図 S=1/50

9
7
.5

9
00

9
7.

5

階段柱継材：

C-75x45x15x2.3

階段屋根用母屋：

C-75x45x15x2.3

引違い出入口戸

（落し込みｻｯｼ）

中母屋受金具：mw-080

ﾀｰﾝﾊﾞｯｸﾙ付ﾌﾞﾚｰｽ M12

階段用Ｗ梁：H-248x124x5x8

階段柱：□-75x75x2.3

階段屋根用母屋：

[-75x40x5x7（多雪地）

階段柱：□-75x75x2.3

手摺用支柱-A：□-50×50×2.3

階段柱：□-75x75x2.3

1,200 以上

踊場手摺Ｂ245×19＝4,655
1,7

89

階段柱：

□-75x75x2.3

階段柱：□-75x75x2.3

手摺用支柱-C：

□-50×50×2.3 階段柱：

□-75x75x2.3

手摺用支柱-C：

□-50×50×2.3

手摺用支柱-A：□-50×50×2.3

手摺用支柱-C：

□-50×50×2.3
引違い出入口戸

（落し込みｻｯｼ）

階段平面図 S=1/50

1,857.5 1,820 910 1,820 1,857.5

37.5

8,265

2
0
0

1
,
09

5

1,
29

5

8,265

37.5

1,857.52,3802,3801,647.5

9
7.

5
9
00

9
7.

5

1,
2
95

1,
09

5
20

0

階段詳細（２）

1/50

16

階段用Ｗ梁：

H-248x124x5x8

□-75x75x2.3

階段柱：
手摺用支柱-C：

□-50×50×2.3

[-200x50x4.5

[-200x50x4.5

円山動物園仮設施設賃貸借業務名


